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新
し
く
分
会
を

つ
く
っ
て
労
働
組

合
に
入
っ
た
組
合

員
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
初
め
は
組
合
に

入
る
こ
と
を
迷
っ
て
い
た
。
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
天
秤

に
か
け
て
し
ま
い
、
お
金
を
払

っ
て
組
合
に
入
る
必
要
は
な
い

は
ず
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
か

ら
。
し
か
し
、
組
合
と
い
う
場

を
つ
く
っ
て
も
ら
え
た
か
ら
、

そ
の
悩
み
で
デ
メ
リ
ッ
ト
を
深

堀
り
す
る
よ
り
も
、
何
か
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望

で
今
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い

う
声
が
届
い
た
。
組
合
に
入
る

こ
と
に
対
し
て
、
戸
惑
い
、
悩

ん
で
、
そ
れ
で
も
自
分
の
決
断

と
し
て
加
入
を
決
め
て
く
れ
た

の
だ
。

　

組
合
活
動
は
大
変
だ
し
、
時

折
心
が
折
れ
た
り
、
あ
き
ら
め

た
く
な
っ
た
り
も
す
る
。
そ
れ

で
も
、
こ
の
よ
う
に
「
労
働
組

合
は
希
望
」
だ
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
る
限
り
、
私
た
ち
が
福

祉
保
育
労
で
活
動
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
は
、
決
し
て
意
味
が

な
い
こ
と
で
は
な
い
。
寄
せ
ら

れ
た
言
葉
で
、
誰
か
に
つ
な
が

る
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
る

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
い
い
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

署
名
や
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
が
各
地
で
す
す
ん
で
い
る
。

す
べ
て
が
私
た
ち
福
祉
保
育
労

の
大
切
な
と
り
く
み
で
、
そ
の

な
か
で
つ
く
っ
て
い
く
出
会
い

や
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
み
ん

な
で
す
す
ん
で
い
こ
う
。
今
ま

で
出
会
っ
た
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
出
会
う
な
か
ま
の
た
め
に
。

（
加
藤
）

　10月中旬、政府が10月中にとりまとめる経
済対策に、介護職員の賃上げを盛り込む方針
だと報じられた。今春闘で全産業平均は４％
近い賃上げになったが、介護や医療などの分
野は１％台にとどまった。「他産業の賃上げ

に追いつくように」と月6000円程度の案が有
力で、来年２月実施をめざすという。しかし、
介護職員の賃金は厚生労働省の賃金構造基本
統計調査でも、全産業平均と月額８万・年収
100万の格差がある。桁が違うのではないか。

介護分野の賃上げ月額たった6000円？ 桁が違う

目
標
は

目
標
は
2020
万
筆
以
上

万
筆
以
上

職
場
の
実
態
と
要
求

職
場
の
実
態
と
要
求

対
話
で
伝
え
よ
う

対
話
で
伝
え
よ
う

　

国
会
請
願
署
名
は
、
紹
介

議
員
を
通
じ
て
国
会
に
提
出

し
ま
す
。
昨
年
度
に
提
出
し

た
請
願
署
名
は
８
万
２
５
８

１
筆
で
、
地
方
組
織
か
ら
地

元
選
出
の
国
会
議
員
に
要
請

・
懇
談
を
お
こ
な
い
、
紹
介

議
員
は
自
民
党
を
含
む
過
去

最
多
の
１
０
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
紹
介
議
員
に
は
な
れ

な
く
て
も
賛
同
は
で
き
る
と

い
う
議
員
を
含
め
て
、
賛
同

・
紹
介
議
員
を
全
体
の
３
分

の
１
の
２
５
０
人
以
上
に
な

る
よ
う
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

目
標
は
組
合
員
１
人
20
筆

以
上
、
全
体
で
20
万
筆
以
上

と
し
て
、
来
年
１
月
末
ま
で

に
集
め
ま
し
ょ
う
（
最
終
分

は
５
月
中
旬
ま
で
提
出
で
き

ま
す
）。
福
祉
保
育
労
と
し

て
、
賃
金
と
職
員
配
置
の
下

限
を
定
め
る
社
会
的
基
準
の

引
き
上
げ
を
求
め
て
い
き
ま

す
。
職
員
が
少
な
い
こ
と
で

何
が
た
い
へ
ん
に
な
っ
て
い

て
、
増
え
る
と
何
が
で
き
る

か
、
賃
金
が
低
い
こ
と
で
何

が
起
き
て
い
て
、
い
く
ら
の

賃
上
げ
が
必
要
だ
と
思
う

か
、対
話
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。

を
伝
え
る
権
利
と
し
て
、
年

齢
や
国
籍
な
ど
に
か
か
わ
ら

ず
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

会
へ
の
請
願
で
は
、
要
望
に

賛
同
す
る
人
た
ち
か
ら
集
め

た
署
名
簿
を
添
え
て
、
声
の

大
き
さ
を
示
し
、
実
現
を
迫

り
ま
す
。
請
願
が
国
会
で
採

択
さ
れ
る
と
、
国
と
し
て
実

現
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
福
祉
職
員
の
賃

上
げ
や
増
員
が
必
要
な
実
態

を
リ
ア
ル
に
伝
え
、
一
人
ひ

と
り
に
理
解
と
共
感
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
実
現
の
カ
ギ

で
す
。

め
に
は
、
選
挙
権
と
請
願
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員
選

挙
（
任
期
４
年
）
か
ら
２
年

が
た
ち
ま
し
た
が
、
岸
田
首

相
が
衆
議
院
を
解
散
し
な
け

れ
ば
、
次
の
国
政
選
挙
は
２

０
２
５
年
７
月
の
参
議
院
選

挙
に
な
り
ま
す
。
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
も

意
識
し
な
が
ら
請
願
権
を
行

使
し
て
、
賃
上
げ
・
増
員
へ

の
理
解
と
共
感
を
広
げ
、
国

に
声
を
届
け
て
い
く
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

請
願
権
は
、
憲
法
16
条
で

国
や
自
治
体
の
機
関
に
要
望

闘
で
は
他
産
業
で
賃
上
げ
が

す
す
み
ま
し
た
。
日
本
経
団

連
の
発
表
に
よ
る
と
、
大
手

企
業
で
は
定
期
昇
給
と
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
・
基
本
給

の
引
き
上
げ
）
を
あ
わ
せ
た

賃
上
げ
率
が
30
年
ぶ
り
に
約

４
％
の
高
水
準
と
な
り
ま
し

た
。
福
祉
職
員
と
全
産
業
平

均
と
の
賃
金
格
差
が
い
ま
だ

に
大
き
く
あ
る
な
か
、
政
治

の
決
断
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

賃
上
げ
・
増
員
へ
の

賃
上
げ
・
増
員
へ
の

理
解
と
共
感
を

理
解
と
共
感
を

署
名
で
国
に
示
そ
う

署
名
で
国
に
示
そ
う

　

当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
が

こ
の
事
態
を
変
え
て
い
く
た

と
世
論
に
押
さ
れ
、
岸
田
政

権
は
昨
年
２
月
か
ら
福
祉
職

員
へ
の
賃
上
げ
施
策
を
講
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
規
模
も

対
象
も
不
十
分
で
、
追
加
の

対
策
は
打
た
れ
て
い
ま
せ

ん
。
異
常
な
物
価
高
騰
が
襲

い
か
か
る
な
か
、
社
会
的
に

賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
、
23
春

福
祉
労
働
者
の

福
祉
労
働
者
の

賃
上
げ
に
は
政
治
の

賃
上
げ
に
は
政
治
の

決
断
が
必
要

決
断
が
必
要

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
保
育
や
介

護
な
ど
の
福
祉
職
員
が
社
会

生
活
に
不
可
欠
な
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
認

識
が
広
が
り
ま
し
た
。
運
動

最
低
賃
金

最
低
賃
金
をを
１
５
０
０
円
以
上
に
！

１
５
０
０
円
以
上
に
！

基
準
を
引
き
上
げ
て
職
員
増
や
し
て
！

基
準
を
引
き
上
げ
て
職
員
増
や
し
て
！

福　

祉

職
員
の

２
０
０
０
人
以
上
が
日
比
谷
野
音
に
集
ま
っ
た
「
10
・
19

い
の
ち
ま
も
る
総
行
動
」
で
、
保
育
現
場
の
処
遇
改
善
を

訴
え
た
群
馬
支
部
の
栁
澤
万
里
子
さ
ん
（
中
央
）　
　
　

　福祉保育労は、この秋から国会請願署名「福祉職員の最低賃金を
1500円以上にして、職員配置基準を引き上げてください」を広げて
います。賃金の下限を定める最低賃金を福祉分野から引き上げるこ
とを求めています。また、福祉職員と利用者の両方の権利を守るた
めに、職員配置基準の改善の実現をめざします。賃金と職員配置の
社会的基準を引き上げていくために、１～３面の特集をもとに、署
名を集めていきましょう。

署名用紙を手に対話を重視して

理解と共感を広げよう

♦署名を集める―そのわけは？
　憲法16条で、国などの機関に要望を伝える請願権が認
められています。その実現を求める声の大きさとして賛
同者の署名簿を国会に提出し、国会で採択されれば、実
現にむけて動きます。署名用紙を手に必要性を訴えて、
理解と共感を広げることができます。

♦署名を集める―どのように？
　まず自分で書いたうえで、家族や友人、知人などのつ
ながりがある人に声をかけて、実情を伝えましょう。分
会では法人・事業所・経営者・利用者などに要請しまし
ょう。地方組織ではつながりのある事業所や関係労組・
団体などに訪問や郵送で協力をよびかけましょう。
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８
月
31
日
、
そ
ご
う
・

西
武
労
働
組
合
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。
大

手
百
貨
店
の
ス
ト
は
61
年

ぶ
り
で
、
会
社
売
却
に
反

対
す
る
組
合
員
約
９
０
０

人
が
参
加
し
た
こ
と
で
、

終
日
臨
時
休
業
と
な
っ

た
。
一
方
、
親
会
社
は
、

同
じ
日
に
臨
時
取
締
役
会

を
開
き
、
９
月
１
日
に
米

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
売
却
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

結
果
は
変
え
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
ス
ト
の
力
を
確

信
す
る
成
果
が
あ
っ
た
。

７
月
末
の
ス
ト
権
確
立

後
、
そ
れ
ま
で
明
ら
か
に

さ
れ
な
か
っ
た
情
報
が
示

さ
れ
、
出
席
を
拒
ん
で
い

た
親
会
社
が
団
交
に
同
席

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知

ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
の
親
会
社
を

交
渉
の
場
に
引
き
ず
り
出

し
、
雇
用
責
任
を
追
及
し

た
。
売
却
は
さ
れ
た
が
、

ス
ト
を
受
け
て
、
フ
ァ
ン

ド
は
最
大
限
の
雇
用
維
持

へ
の
支
援
を
表
明
し
、
親

会
社
は
雇
用
確
保
に
協
力

す
る
立
場
を
示
し
た
。

　

日
本
で
の
ス
ト
は
、
１

９
７
４
年
の
５
１
９
７
件

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

で
、
昨
年
は
33
件
に
と
ど

ま
っ
た
。
背
景
に
、
労
働

運
動
に
お
け
る
「
労
使
協

調
路
線
」
が
あ
る
。
労
働

者
と
使
用
者
が
協
調
・
協

力
し
て
利
潤
を
伸
ば
せ

ば
、
雇
用
は
守
ら
れ
、
賃

金
は
上
が
る
と
の
考
え

だ
。
し
か
し
、
日
本
は
過

去
30
年
間
賃
金
が
上
が
ら

ず
、
非
正
規
労
働
者
の
比

率
は
高
ま
っ
て
い
る
。
あ

る
百
貨
店
労
組
の
委
員
長

は
、
そ
ご
う
・
西
武
労
組

を
支
援
し
た
こ
と
で

「『
ス
ト
は
無
縁
の
も

の
』
と
い
う
持
論
を
改
め

た
。
労
使
協
調
で
は
突
破

で
き
な
い
場
面
も
あ
る
と

考
え
る
」
と
語
っ
て
い

る
。

　

全
労
連
は
、
ス
ト
を
構

え
て
た
た
か
え
る
労
働
組

合
に
な
る
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

23
春
闘
で
は
全
労
連
傘

下
の
１
５
２
９
組
合
（
57

・
２
％
）
が
ス
ト
権
を
確

立
し
、
前
年
の
約
３
倍
の

３
４
１
組
合
が
ス
ト
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
23

年
ぶ
り
の
水
準
と
な
る
平

均
６
０
０
０
円
台
の
賃
上

げ
を
勝
ち
と
っ
た
。
ス
ト

を
無
縁
の
も
の
と
せ
ず
、

ま
ず
は
ス
ト
権
の
確
立
か

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
仕
組
み
と
力
を
学
び

ス
ト
権
の
確
立
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

署名用紙をもとに、
賃金や職員配置を
改善させる必要性を
訴えようね！

　憲法16条で国や自治体の機関
に要望を伝える権利として請願
権は、年齢などにかかわらず認
められています。国会や地方議
会、首長などに声を届けること
ができます。署名運動では、議
会に請願を提出する際に署名簿
をつけて賛同する人たちの多さ
を示して実現を迫ります。議会
で採択されれば、国や自治体が
実現に努力することが求められ
ます。

　署名した人数の多さだけでな
く、署名用紙を対話のツールに
して、実態や改善の必要性を伝
えることが重要です。
　ネット署名は、議会には提出
できませんが、声を広げて変化
を促すものとして大きな力を発
揮しつつあります。

9 請願署名

●10日（日）　社協・事業団種別協議会
 全国学習交流集会in大阪
 （９日フィールドワーク・交流会）

12月

●13日（土）　第60回中央委員会予定
 （～14日まで・東京都内）

１月

●14日（木）　春闘統一行動予定
３月

●18日（土）　福祉保育労24春闘討論集会
 （～19日まで・東京都内）

11月

※日本は2023年10月
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※時間外手当、深夜・休日・宿日直・交替手当などを含む税・社保料控除前
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厚生労働省・賃金構造基本統計調査（2022年実施）の毎月きまって支給する額

全産業

保育士

介護職員

全産業平均と福祉職員の賃金格差は？

３４万１００円

26万680０円

25万750０円

り
、
日
本
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　

全
労
連
が
28
の
都
道
府
県

で
４
万
８
０
０
０
人
以
上
を

対
象
に
お
こ
な
っ
た
最
低
生

計
費
調
査
で
は
、
都
市
部
で

も
地
方
で
も
、
単
身
の
若
者

が
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る

う
え
で
、
月
25
万
円
前
後
、

時
給
１
５
０
０
〜
１
６
０
０

円
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が

　

地
域
別
の
最
低
賃
金
は
、

最
高
の
東
京
都
１
１
１
３

円
、
最
低
の
岩
手
県
８
９
３

円
と
開
き
が
２
２
０
円
も
あ

り
ま
す
。
地
域
間
格
差
に
よ

っ
て
、
人
口
が
都
市
部
に
流

れ
、
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て

い
ま
す
。
国
際
的
に
は
全
国

一
律
制
度
が
圧
倒
的
で
、
地

域
別
の
制
度
を
と
っ
て
い
る

の
は
日
本
な
ど
４
か
国
の
み

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
が
１
５
０
０
円

に
な
れ
ば
、
月
１
６
０
時
間

と
し
て
月
収
24
万
円
で
、
年

収
３
０
０
万
円
に
近
づ
き
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
で
は
、
保

育
士
や
介
護
職
員
と
、
全
産

業
平
均
と
の
賃
金
格
差
は
月

額
７
〜
８
万
円
あ
り
ま
す

（
グ
ラ
フ
参
照
）。

で
す
。

　

こ
の
８
月
、
岸
田
首
相

は
、
２
０
３
０
年
代
半
ば
ま

で
に
最
低
賃
金
１
５
０
０
円

を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。
政
策
で
公
的
価
格
や

　

賃
金
水
準
の
低
い
福
祉
職

場
で
は
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
影
響
は
時
給
労
働
者
だ

け
で
な
く
、
正
規
雇
用
に
も

波
及
し
ま
す
。
募
集
し
て
も

賃
金
が
低
い
た
め
に
応
募
が

な
く
、
現
場
を
支
え
る
労
働

者
や
利
用
者
処
遇
に
影
響
が

出
て
い
る
状
況
を
変
え
る
に

は
、
底
上
げ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

補
助
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

で
実
現
が
可
能
な
福
祉
分
野

か
ら
、
全
国
一
律
で
最
低
賃

金
を
１
５
０
０
円
以
上
に
し

て
、
す
み
や
か
に
実
行
す
べ

き
で
す
。

ト
ラ
リ
ア
は
２
１
０
０
円
を

こ
え
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
１
５

０
０
円
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
韓
国
も
、
改
定
を

重
ね
て
１
０
２
３
円
と
な

比
べ
て
上
が
っ
て
き
た
と
は

い
え
、
先
進
国
の
中
で
低
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス

　

日
本
の
最
低
賃
金
は
、
今

年
10
月
か
ら
加
重
平
均
で
１

０
０
４
円
と
な
り
、
以
前
に

４
年
ぶ
り
の　
　

完
全
対
面
開
催
で

２
０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
待
て
な
い

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を
す
み
や
か
に

力をあわせて
広げよう

低
す
ぎ
る
最
低
賃
金
地
域
間
格
差
も

職
員
も
利
用
者
も

権
利
が
保
障
さ
れ
る
職
員
体
制
に

人
手
が
足
り
ず
時
間
に
追
わ
れ
て
…

人
手
が
足
り
ず
時
間
に
追
わ
れ
て
…

権
利
を
ま
も
る
増
員
を

権
利
を
ま
も
る
増
員
を

職
員
配
置
基
準
を
緩
和
す
る

職
員
配
置
基
準
を
緩
和
す
る

動
き
さ
え　

対
話
で
改
善
伝
え
て

動
き
さ
え　

対
話
で
改
善
伝
え
て

い
ま
何
が
困
難
で　

増
員
さ
れ
た
ら

い
ま
何
が
困
難
で　

増
員
さ
れ
た
ら

何
が
で
き
る
か
話
し
あ
お
う

何
が
で
き
る
か
話
し
あ
お
う

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で

声
を
集
め
よ
う

　国会請願署名「福祉職員の最低賃金を1500円以上にして、職員配置
基準を引き上げてください」では、雇用形態などに関係なく福祉職員に
最低賃金1500円以上を保障することと、配置基準を引き上げて常勤職
員を増やすことを求めています。その２つのポイントを解説します。

雇
用
形
態
や
労
働
時
間
に
関
係
な
く
、
ど
の
都
道
府
県
で
働
く
福

祉
職
員
に
も
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
年

収
３
０
０
万
円
以
上
を
保
障
す
る
制
度
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

利
用
者
の
安
心
・
安
全
と
、
福
祉
職
員
の
休
憩
・
休
暇

・
事
務
時
間
が
保
障
で
き
る
よ
う
に
、
職
員
配
置
基

準
を
引
き
上
げ
、
常
勤
職
員
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い

最低賃金の国際比較 2023年７月時点 全労連調べ

　10月９日に、東京会場とオンライン併用
で、高齢種別協議会の総会を開催しました。
現地開催は４年ぶりで、６地方組織から19人
が出席しました。総会前日の全労連介護・ヘ
ルパーネット総会への参加もよびかけ、５人
が出席。総会後にも、学習交流として第21回
全国介護学習交流集会に参加しました。
　総会では、議長の開会あいさつのあと、運
動方針案を事務局長が提案しました。地方組
織の討論では、３つのテーマで８人から発言
がありました。京都地本からは、ある分会で
は春闘統一行動日に職免（職務免除）をと
り、自治体などへの要請行動にも参加。今回
は実施できなかった時限ストにむけて、未加
入職員も含めた職員にGoogleフォームでアン
ケートを実施したところ、回答は約200人に
のぼりました。ストに賛成が多いという結果
も踏まえて、ストにむけた決意が示されまし

対話の仕方と広げる工夫対話の仕方と広げる工夫
みんなで考えあって　　みんなで考えあって　　

　大阪地本は10月４日、23秋闘署名スタート集会
を会場とオンラインのハイブリッド形式で開催
し、34人が参加しました。署名の意義を説明し
て、７人前後のグループに分かれて、自己紹介の
あと、「署名の対話、どんな工夫がある？」「人材
確保の課題を知ってもらうためには？」などにつ
いて出しあいました。対話の仕方や広げる工夫を
考えあってみませんか。

保護者や関係団体によびかけ保護者や関係団体によびかけ
地元国会議員との懇談も　　地元国会議員との懇談も　　
　岩手では、関係する自治体や医療などの労働組
合に要請して、署名の協力を大きく広げていま
す。また千葉支部では、保育園分会で保護者向け
の門前宣伝に毎年とりくんでいるほか、県労連の
大会などで訴えて、共感を広げています。
　長野支部では昨年初めて地元選出の立憲民主党
の国会議員との懇談が実現し、実態を伝えて理解
と共感を得たことで確信が深まり、組合員が署名
を広げる原動力になっています。

　10月13・14日、東京都清瀬市にて、第19回
全国児童養護施設職員等の学習交流集会を開
催しました。１日目は、児童養護施設子供の
家施設長・早川悟司さんをお招きし、講演を
聴きました。東京地本の組合員時代を含む早
川さんご自身のヒストリーを交えながら、社
会的養護の子どもたちが置かれている状況を
学びました。日頃、目の前の対応に追われが
ちですが、子どもたちや家族の抱える困難の
解決のためには、社会構造自体を見直してい
くことが必要で、子どもたちや家族の代わり
にソーシャルアクションを起こす存在とし
て、組合の意義を再確認しました。
　２日目は、児童養護施設子供の家・そだち
のシェアステーションつぼみの見学の後、つ
ぼみ統括の能村愛さんから、地域と連携して
多機能化をすすめている事業の説明をしてい

た。東京地本のある分会では、月に夜勤が７
回に及ぶうえに休憩時間も取れず、人員不足
での業務負荷に、団体交渉で理事から「（そ
んな状況とは）知らなかった、改善したい」
という発言を引き出しました。超勤手当の支
払いも勝ち取りました。兵庫地本からは、
「私たちの大切なものを守るために、自分の
大切なものを少しずつ出しあう」というテー
マのもとで、月１回の分会代表者会議を定例
で開催していく報告もありました。
　新任の役員・幹事を含む新体制で、次の厚
生労働省交渉にむけて要請項目を練り上げて
準備していきます。職員処遇改善と職員増員
のために、来年度の介護報酬の引き上げを実
現させる交渉をめざします。

ただきました。１日目の講演を聴いた上で、
その実現のために何ができるかを考えた実践
で、２日間参加することで、より学びが深ま
りました。説明のあとは質疑応答や感想共有
もおこないました。児童養護施設は多機能化
を求められていますが、「施設が地域で暮ら
す子どもたちや家庭とつながり、支えあい、
そだちあう存在になっていきたい」という感
想も寄せられました。
　今回は４年ぶりの完全参集型で開催がで
き、愛知、京都、大阪、東京から参加があり
ました。直接会って交流することで、職場と
地域をこえた人と人とのつながりをつくるこ
とができました。第20回の次回にむけて、よ
り多くのつながりをつくっていきます。

東
京
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
し
て
開
催　
　
　
　
　

　

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、

障
害
者
、
そ
の
家
族
と
向
き

あ
う
た
め
に
、
福
祉
職
場
で

は
記
録
や
連
絡
な
ど
の
事
務

仕
事
の
重
要
度
が
増
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
職
員
数
が

増
や
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
所
定
の
労
働
時
間
は
直

接
処
遇
に
追
わ
れ
、
大
半
の

事
務
仕
事
を
休
憩
時
間
や
時

間
外
に
お
こ
な
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
持
ち
帰
っ
て
仕
事

を
す
る
状
況
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
年
次
有
給
休
暇
も

体
制
を
優
先
す
る
た
め
に
申

請
が
抑
制
さ
れ
、
日
常
か
ら

休
み
づ
ら
い
矛
盾
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
感
染
者
が
出
る
た
び

に
深
刻
さ
を
増
し
ま
し
た
。

職
員
が
犠
牲
に
な
っ
て
現
場

を
支
え
て
い
る
状
況
を
改
善

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
海
地
本
の
な
か
ま
も
参

加
し
て
愛
知
か
ら
始
ま
っ
た

「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
１
人

保
育
士
を
」、
高
齢
者
介
護

・
障
害
福
祉
職
場
の
１
人
夜

勤
の
見
直
し
を
求
め
る
「
な

く
せ
ワ
ン
オ
ペ
！
」
の
運
動

が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
の
状

態
が
日
常
的
に
あ
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
の
権
利
を
保
障
す

る
た
め
に
必
要
な
支
援
が
困

難
な
の
は
、
職
員
数
が
少
な

す
ぎ
る
か
ら
で
す
。

　

感
染
症
に
限
ら
ず
、
大
雨

や
地
震
な
ど
も
相
次
ぐ
な
か

で
、
福
祉
職
員
は
現
場
を
支

え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
離
職
と
人
材
確
保
難
が

続
く
な
か
、
疲
弊
し
て
い
る

実
態
は
深
刻
で
、
も
う
限
界

で
す
。
憲
法
25
条
で
福
祉
の

増
進
・
向
上
に
責
任
を
持
つ

　

政
府
が
よ
う
や
く
打
ち
出

し
た
保
育
分
野
で
の
１
歳

（
６
：
１
人
を
５
：
１
に
）

と
４
・
５
歳
（
30
：
１
を

25
：
１
に
）
の
保
育
士
配
置

国
は
、
職
員
配
置
基
準
を
引

き
上
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
介
護

分
野
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
の
活
用
と
引
き
換

え
に
、
基
準
を
緩
和
す
る
検

討
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

歩
前
進
で
は
あ
る
も
の
の
、

現
場
の
実
感
か
ら
も
不
十
分

だ
と
い
う
声
を
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
介
護
・
障
害
福
祉
の
職

員
配
置
に
つ
い
て
も
、
私
た

ち
と
の
交
渉
で
「
基
準
を
引

き
上
げ
る
と
人
材
を
確
保
で

き
ず
、運
営
に
支
障
が
出
る
」

と
、
極
め
て
消
極
的
な
態
度

を
と
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
職

員
が
少
な
い
た
め
に
何
が
困

難
に
な
っ
て
い
て
、
職
員
が

増
え
た
ら
何
が
で
き
る
の

か
、
地
方
組
織
や
分
会
で
考

え
あ
い
、
多
く
の
人
た
ち
と

対
話
し
て
、
署
名
の
協
力
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
改
善
も
、「（
基
準
を
引
き

上
げ
る
と
）
全
施
設
で
基
準

に
見
合
う
保
育
士
を
確
保
す

る
必
要
が
出
て
、
現
場
に
混

乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
」（
少
子
化
担
当
大
臣
）
と

し
て
、
基
準
は
改
善
せ
ず
、

加
算
で
済
ま
せ
る
姿
勢
で

す
。
ま
た
、
こ
の
改
善
は
一

　

署
名
用
紙
の
チ
ラ
シ
面
で

は
、「
福
祉
職
員
の
賃
金
と

配
置
基
準
の
改
善
へ
、
社
会

や
政
治
に
届
け
た
い
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
！
」
と
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
、
声

の
送
信
を
よ
び
か
け
て
い
ま

す
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー

ム
は
、
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と
、
入
力
画

面
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
簡
単

に
送
信
で
き
る
し
く
み
で

す
。
署
名
を
広
げ
る
対
話
の

な
か
で
「
こ
こ
か
ら
声
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
よ

び
か
け
て
、
組
合
の
内
外
か

ら
声
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
集

ま
っ
た
声
は
、
中
央
行
動
な

ど
で
省
庁
や
国
会
議
員
な
ど

に
届
け
ま
す
。

４年ぶりに会場に集まって開催 ４年ぶりの完全参集型で開催
講演に施設見学も

高齢種別協議会総会
 10月９日　東京会場とオンライン 第19回全国児童養護施設職員等の学習交流集会

 10月13・14日　東京・清瀬市

賃
金
大
幅
Ｕ
Ｐ
＆
職
員
増
へ
政
治
の
決
断
を

　秋から春闘にむけて、要求討
議や要求書づくり、団体交渉の
準備をすすめていこう！



Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ
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ま
し
た
。

　

支
部
の
活
性
化
を
す
す
め

る
中
で
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
は
話
し
あ
い
で
す
。
会
議

の
前
に
は
打
ち
あ
わ
せ
を

し
、
率
直
に
意
見
を
出
し
あ

え
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
出

さ
れ
た
話
を
み
ん
な
で
深

め
、
活
動
へ
と
具
体
化
し
て

き
ま
し
た
。
今
で
は
主
体
的

に
考
え
、
協
力
す
る
仲
間
も

増
え
て
い
ま
す
。
１
回
目
の

し
ゃ
べ
り
場
は
、
職
場
の
不

満
を
話
す
こ
と
が
中
心
で
し

た
が
、
２
回
目
か
ら
は
、

「
ゆ
と
り
が
な
い
。
保
育
士

を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
願
い
が
語
ら
れ
、
あ
せ
ら

ず
に
話
を
深
め
て
い
く
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
支
部
大
会
に

向
け
て
、
仲
間
と
関
わ
っ
て

き
た
人
た
ち
の
願
い
を
対
市

交
渉
や
学
習
会
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
課
題
で
す
。「
組
合

に
加
入
し
て
活
動
し
た
い
」

「
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
。

　

組
合
活
動
が
停
滞
し
て
悩

ん
で
い
た
時
、
自
ら
学
ん
で

資
本
主
義
の
矛
盾
を
知
り
ま

し
た
。
社
会
を
変
え
な
く
て

は
と
思
い
、
仲
間
を
増
や
し

て
要
求
実
現
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
。
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
支
部
会
議
・

分
会
会
議
の
定
例
化
、
交
流

を
中
心
に
し
た
学
習
会
、
県

労
会
議
（
県
労
連
）
へ
の
参

加
、
署
名
活
動
に
と
り
く

み
、
一
人
か
ら
入
れ
る
地
域

ユ
ニ
オ
ン
結
成
に
向
け
て
、

し
ゃ
べ
り
場
も
３
回
開
催
し

話しあいを大切に！言葉の奥に
ある願いが仲間の団結につながる

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
発
散

法
】　

料
理
、
歌
う
こ
と

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶12月15日
発表▶2024年１月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

岡山支部・執行委員長
（岡山協立保育園分会）

石村　禎子さん

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
追
い
出
す
こ
と
、
国
外
…
…

④
あ
れ
こ
れ
考
え
て
悩
む
こ

と
。
自
問
…
…

⑦
カ
レ
ー
づ
く
り
が
楽
に
な
る

固
形
物

⑧
祝
い
の
品
は
千
歳
あ
め

⑩
チ
ョ
ッ
キ
と
も
言
う
衣
類

⑫
床
の
間
の
掛
け
…
…

⑬
長
所
↑
↓

⑮
車
の
数
え
方

⑯
車
を
英
語
で

⑰
身
近
な
こ
と
に
気
づ
き
に
く

い
、
…
…
下
暗
し

⑲
仲
間
は
ず
れ
。
…
…
の
外

⑳
よ
く
か
む
ほ
ど
出
る
、
つ
ば

㉒
東
北
地
方
の
里
芋
を
野
外
で

煮
て
食
べ
る
集
ま
り

㉕
中
庭
の
別
名
は
…
…
庭

㉖
凶
作
と
も
言
い
ま
す

㉗
持
ち
歩
き
用
の
水
容
器

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
秋
の
日
は
…
…
落
と
し

②
モ
ア
イ
像
が
あ
る
…
…
島

③
角
を
持
つ
家
畜
の
代
表

④
天
国
↑
↓

⑤
高
知
県
の
昔
の
呼
び
名

⑥
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第

５
番

⑨
地
下
↑
↓

⑪
１
０
０
０
㎏
は
１
…
…

⑭
上
品
で
も
の
静
か
な
様
子

⑮
食
欲
の
秋
で
体
重
が
増
え
た

の
で
こ
れ
に
励
み
ま
す

⑯
松
岡
昌
宏
主
演
の
ミ
タ
ゾ
ノ

の
役
は
？

⑱
子
ど
も
が
…
…
を
こ
ね
る

⑲
果
実
の
皮
と
種
の
間
の
こ
と

㉑
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

選
べ
る
…
…
番
号
申
込
制

㉓
勇
ま
し
く
て
強
い
人

㉔
こ
し
か
け
。
チ
ェ
ア

３
７
８
号
（
２
０
２
３
年
９
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
７
８
号
の
答
え
は
、「
キ

ン
コ
ン
シ
キ
」
で
し
た
。
応
募

は
25
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

久
米
本　

亜
紀
さ
ん

（
宮
城
支
部
・
な
か
よ
し
分
会
）

深
田　

智
子
さ
ん

（
山
梨
福
祉
労
・
い
ず
み
ひ
ま
わ
り
分
会
）

竹
林
千
加
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
大
阪
福
祉
事
業
財
団
分
会
）

肥
後　

慎
一
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
福
祉
会
分
会
）

岡
本　

欣
治
さ
ん

（
兵
庫
地
本
・
あ
ぜ
く
ら
福
祉
会
分
会
）

　第39回定期全国大会に初めて参加しまし
た！仕事で午後からとなりましたが、Zoom
で傍聴参加できたのがとてもありがたかった
です。どの報告も初めて聞く私にはとても新
鮮で、大会が終わった後には１人で拍手して
「あ～誰かと今すぐ共感したい」と画面の前
でウズウズしていました。次回は、会場に行
って対面で出席したいと思います。

初めての全国大会
来年は対面で出席したい！
山梨福祉労・いずみひまわり分会　深田　智子さん

　60歳で定年後再雇用になっても、定年前と
同じ仕事をしています。むしろ管理職に仕事
を教え、新採にも教えて、困難ケースの相談
にも乗っています。それなのに給与は定年前
の２分の１になり、新採プロパーや嘱託職員
よりも低賃金になりました。団体交渉のたび
に不条理を訴えて、やっと今春より嘱託職員
と同様の給与になり、喜んでいます。ずーっ
と声をあげてきて、よかったです!!

定年後再雇用、不条理を訴え続けて
大阪地本・大阪市社会福祉協議会分会 土井　智子さん

　最低賃金についての「今月の主張」を読ん
で、自分の今までの最低賃金への関心の低さ
に気づくことができました。月給制で働き、
都市部に住んでいるため、自分事としてとら
えていなかったのだと思います。都道府県に
よって金額が違うことの問題点も改めて考え
る機会になりました。

最低賃金の低さを自分事として
大阪地本・大阪福祉事業財団分会　川地　遥花さん

　「福祉の風」を読んで「集まって話す」大
切さについて振り返ってみました。うちの分
会では、月に１度、コロナ禍ではZoom開催
に切り替えたりしつつ、もう何十年も続けて
きたなと、自分たちで自分たちをほめたいと
思いました。組合員は忙しい中で時間を割い
て分会会議に集まってくれるわけですから、
経験年数などに関係なく、誰もが気兼ねなく
思いを伝えられる場であることを大切に、今
後も活動していきたいと思います。

数十年続けてきた
月に１度の分会会議
宮城支部・なかよし分会　久米本　亜紀さん

９月号を読んで

福祉保育労共済 福祉保育労共済 

規約一部改正について規約一部改正について

入ってて入ってて

良かった!
!

良かった!
!

　「共済はかけていても使うことはない
かもな～」と思っていました。新型コロ
ナで2022年９月下旬以降は一般の医療保
険がおりないということを知って、「え
～うそ…もしや共済なら」と問い合わせ
たところ、丁寧に教えてくれました。
　共済に入っていて良かったし、ちゃん
と掛金が活かされると思いました。まだ
入っていない方はぜひ入ってください！

（愛知県　樽見さん）

　11月末～12月頃に、職場で配られる「給与
所得の保険料控除申告書」に、控除額を記入
してハガキを添付して提出すると、所得税は
年末調整で還付され、所得税は翌年（６月か
ら）の納税額に反映されます。
☆ 労働組合の自主共済は控除対象になりませ
ん。
⇒ 福祉保育労共済独自のワンコイン共済・生
命共済・医療共済等など

○ 年金共済は、保険会社に委託をしている
「拠出型企業年金保険」のため、所得税と
住民税の保険料控除の対象になります。
Ａコース　「個人年金保険料控除」
Ｂコース　「生命保険料控除」
　※ どちらも旧税制のため、それぞれ所得税

は最高５万円、住民税は最高３万5000円
ずつが控除対象になります（掛金によっ
て控除対象額は異なります）。

　加入者には、10月下旬に幹事会社の「大同
生命株式会社」から、「生命保険料控除のご
案内」のハガキが自宅に送付されています。

年金共済の年末調整のお知らせ
所得税と住民税の保険料控除について

　９月に開催された第39回定期全国大会で、福祉保育労
共済の規約が一部改正されました。

◎規約一部改正の趣旨
　労働組合は、使用者との関係において立場の弱い労働
者が、団結の力によって対等の立場に立って交渉し、処
遇改善・地位向上を図るとともに、共済のとりくみをお
こない、組合員と家族の万一に備えることができます
（労働組合法）。しかしこの間、共済金の詐取が目的と
考えられる不正な加入と給付請求が発生し、不正から組
合の財産と団結を守る課題が浮き彫りになりました。
　広範な福祉労働者の組合への結集をめざして門戸を広
げる一方、悪意をもって組合や共済会を不正利用しよう
とする者が出現する可能性をも想定する必要がありま
す。加入申込書や給付請求書への虚偽の記載や不自然な
請求が繰り返されるなどの場合について厳密に対処でき
るよう、規約およびに細則の一部の改正をおこないまし
た。

※ 改正内容の詳細については、地方組織から各分会に配
布された「第39回定期全国大会決定集」でご確認くだ
さい。
※ご不明な点などはお問い合わせください。


